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先行研究の整理・研究の到達点 2 ページ

SNSの利用が直接・間接的に影響し、社会活動への満足度を上げている



1. 本稿の目的及び分析の流れ

目的

高齢者の中でSNSを多く利用する人の特性を明らかにする

3 ページ

調査概要

調査時期 2025.1

調査方法 訪問留置調査法

調査対象 全国，65～84歳

割付 性別・年齢・都道府県・都市規模

回答数 1,031

分析の流れ
・SNSの利用状況により高齢者を3群に分ける（未利用・低利用・高利用）
・数量化理論第Ⅱ類を用い特性分析を行う。
その際、年齢は２群（前期高齢者・後期高齢者）に分ける

SNSの定義
・本稿ではLINE・Instagram・X・Facebook・TikTokとする



【背景】SNS利用率 4 ページ
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【背景】情報機器の所有率 6 ページ
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スマホの所有率は60代で94.1％、70代85.3％、80代前半は66.4％

※タブレット・パソコンは家族所有を含む



7 ページ2-1.SNS利用頻度から得点化
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得点化→受信・発信の頻度ごとに1日１０回以上を５点、1日３～9回を4点、1日１～２回を3点、
週に１～６回を2点、週に１回未満を1点、月１回未満を0点とした。得点は0～50点。

SNSの利用頻度を基に数値（得点）化実施



8 ページ2-2.SNS利用頻度を基に層別化（目的変数）
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9 ページ2-3．説明変数

■QOL

■社会活動

■属性

健康満足度

イノベータ

地域活動

性別

■ライフスタイル

就業状況
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世帯収入
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交流
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属性・社会活動・ライフスタイル・QOLから14項目を説明変数とする



10 ページ3-1．数量化理論第Ⅱ類 精度及び軸の解釈

前期高齢者・後期高齢者とも相関比及び寄与率の偏りから1軸の結果を考察する
なお、前期高齢者・後期高齢者とも1軸は各群のカテゴリースコアの平均及び
判別グラフの形状より、「1群：未利用」と「3群：高頻度」を分ける結果とみる。

前期高齢者 後期高齢者

判別的中率 83.3% 判別的中率 87.8%

平均 1軸 2軸 平均 1軸 2軸

1群：未利用 0.96 0.34 1群：未利用 -0.60 -0.14

2群：低頻度 0.03 -0.42 2群：低頻度 0.25 0.42

3群：高頻度 -0.52 0.30 3群：高頻度 0.77 -0.45

相関比η² 0.28 0.13 相関比η² 0.30 0.12

寄与率 68.5% 31.5% 寄与率 72.5% 27.5%



11 ページ3-2.偏相関係数

前期高齢者 後期高齢者

アイテム名 レンジ 偏相関係数 アイテム名 レンジ 偏相関係数

イノベータ 0.845 2位 0.182 1位 学歴 1.233 1位 0.220 1位

性別 0.656 8位 0.172 2位 孤独感 0.869 2位 0.183 2位

就業状況 0.834 3位 0.154 3位 イノベータ 0.795 3位 0.181 3位

情報欲求志向 0.657 7位 0.151 4位 情報欲求志向 0.608 5位 0.151 4位

経済的ゆとり 0.588 11位 0.136 5位 地域活動 0.518 6位 0.143 5位

孤独感 0.679 6位 0.123 6位 家族構成 0.629 4位 0.143 6位

学歴 0.901 1位 0.117 7位 幸福感 0.418 9位 0.110 7位

家族構成 0.687 5位 0.116 8位 世帯年収 0.497 7位 0.105 8位

友人との対面交流 0.770 4位 0.113 9位 友人との対面交流 0.425 8位 0.101 9位

教室活動 0.641 9位 0.113 10位 経済的ゆとり 0.378 10位 0.100 10位

幸福感 0.551 12位 0.113 11位 就業状況 0.354 12位 0.085 11位

地域活動 0.422 13位 0.093 12位 教室活動 0.359 11位 0.079 12位

健康満足度 0.405 14位 0.092 13位 健康満足度 0.330 13位 0.072 13位

世帯年収 0.634 10位 0.088 14位 性別 0.074 14位 0.020 14位

■・・前期、後期両方とも高い ■・・前期のみ高い ■・・後期のみ高い

「イノベータ」「情報欲求志向」は前期・後期関わらず高い。
「性別」「就業状況」は前期、「学歴」「孤独感」「地域活動」は後期のみ高い。



12 ページ3-3.前期高齢者（偏相関係数上位）

1群【未利用者】＞＞＝＝＜＜3群【高利用者】



13 ページ3-4.前期高齢者（偏相関係数下位）

1群【未利用者】＞＞＝＝＜＜3群【高利用者】



14 ページ3-5.後期高齢者（偏相関係数上位）

3群【高利用者】＞＞＝＝＜＜1群【未利用者】



15 ページ3-6.後期高齢者（偏相関係数下位）

3群【高利用者】＞＞＝＝＜＜1群【未利用者】



全高齢者

前期高齢者 後期高齢者

16 ページ4.まとめ

ＳＮＳの利用頻度が高い高齢者の特性

イノベータが高い 情報欲求志向が高い

女性 有職者 高学歴

地域活動が活発

孤独感が低い

ＳＮＳの利用頻度と関連が低い

健康満足度 教室活動

今後より普及→イノベータ・学歴の関連が下がる可能性
後期高齢者「孤独感」との関係が強い→社会的活動が少なくなった時、

SNSの利用により、孤独感の軽減に繋がる可能性
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18 ページ【参考】孤独感
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独りぼっちだと感じる

まわりの人たちと共通点が多いと感じる

人と親密だと感じる

他人から孤立していると感じる

本当に自分のことを理解してくれる人たちがいると感じる

まわりに人はいるけれど，心は通っていないと感じる

いつも ときどき たまに 該当しない

得点化→24点～4点⇒層別化「低い」「やや低い」「やや高い」「高い」

日本語版ＵＣＬＡ孤独感尺度（第３版）短縮版 豊島彩(2021)



19 ページ【参考】重回帰分析（孤独感）

SNS利用頻度

教育年数
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「SNSの利用頻度」が高いと「孤独感」が低い

***<0.001 **<0.01  *<0.05

相関係数 標準偏回帰係数

R²＝.10***



20 ページ【参考】重回帰分析（幸福感）

SNS利用頻度

教育年数

年齢

性別

幸福感

.20***

.10 ***

.01

.05

.-27**

.28 **

.-36 ***

. 05

.-21**

.05

「SNSの利用頻度」が高いと「幸福感」が高い

***<0.001 **<0.01  *<0.05

相関係数 標準偏回帰係数

R²＝.09***
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